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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第３四半期
累計期間

第29期
第３四半期
累計期間

第28期

会計期間

自平成27年
　５月１日
至平成28年
　１月31日

自平成28年
　５月１日
至平成29年
　１月31日

自平成27年
　５月１日
至平成28年
　４月30日

売上高 （千円） 893,781 963,420 2,747,822

経常損失（△） （千円） △634,462 △646,223 △50,830

当期純損失（△）又は四半期純損

失（△）
（千円） △641,759 △652,169 △58,363

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 929,890 929,890 929,890

発行済株式総数 （千株） 3,813 3,813 3,813

純資産額 （千円） 2,991,395 2,905,051 3,554,441

総資産額 （千円） 4,079,298 4,136,760 4,604,972

1株当たり当期純損失金額（△）

又は1株当たり四半期純損失金額

(△)

（円） △169.93 △172.72 △15.45

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 73.3 70.2 77.2

 
 

回次
第28期
第３四半期
会計期間

第29期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成27年
　11月１日
至平成28年

　１月31日

自平成28年
　11月１日
至平成29年

　１月31日

 

1株当たり四半期純損失金額(△)

 

(円）

 

△34.77

 

△43.13

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額は、1株当たり四半期純損失金額であり、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（1）経営成績の分析

　当第3四半期累計期間（平成28年5月1日～平成29年1月31日）の経済情勢は、平成28年10～12月期の国内総生産

（GDP）の速報値が年率換算で1.0％増と輸出主導で4半期連続のプラス成長となり海外経済の回復を足がかりに設

備投資も増えましたが、一方で個人消費が1年ぶりのマイナスになるなど、内需は依然さえない状況にありまし

た。また印刷業界におきましては、この低迷する内需を反映して、平成28年の印刷・情報用紙の国内出荷量が前年

比1.5％減と3年連続で前年実績を下回るなど、印刷需要は長期的な減退傾向が明らかとなってまいりました。

　このような経営環境の下、当社の当第3四半期累計期間における業績は次のとおりとなりました。学校アルバム

部門の売上高につきましては、この第3四半期までは卒業式後納品のアルバムや記念誌等となりますが、安定的に

仕事量を確保し、前年同期間比0.4％増の429百万円となり、一般商業印刷部門の売上高につきましては、インター

ネット経由での写真プリント販売の売上増等により、前年同期間比14.5％増の534百万円となりまして、全売上高

は前年同期間比7.8％増の963百万円となりました。

　また、損益面におきましては、営業損失657百万円（前年同期間比14百万円損失増）、経常損失646百万円（前年

同期間比11百万円損失増）、四半期純損失652百万円（前年同期間比10百万円損失増）となりました。

（季節変動について）

　当社の年間売上高のおよそ76％を占める学校アルバム部門は卒業時期の2月、3月に売上が集中いたしますので、

この第3四半期累計期間の売上高は年間売上高の4分の3前後にはなりませんし、損益につきましても固定費等の発

生が先行いたしますので、第3四半期累計期間においては、現在のところ損失となることが避けられず、上記のよ

うな損益状況となります。

 

（2）財政状態の分析

　（総資産）

　　　総資産は、前事業年度末に比べ468百万円減少し、4,136百万円となりました。

　（流動資産）

　　　流動資産は、前事業年度末に比べ1,013百万円減少し、1,196百万円となりました。

　　　これは、主として現金及び預金が1,264百万円、受取手形及び売掛金が226百万円それぞれ減少し、たな卸資産

　　　（「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」）が421百万円増加したなどによるものであります。

　（固定資産）

　　　固定資産は、前事業年度末に比べ545百万円増加し、2,939百万円となりました。

　　　これは主として有形固定資産が515百万円増加、無形固定資産が15百万円減少、投資その他の資産が46百万

　　　円増加したことなどによるものであります。

　（流動負債）

　　　流動負債は、前事業年度末に比べ、23百万円増加し、706百万円となりました。

　　　これは主として、支払手形及び買掛金が48百万円、賞与引当金が40百万円、未払法人税等が2百万円それぞれ

　　　減少し、その他が115百万円増加したことなどによるものであります。

　（固定負債）

　　　固定負債は、前事業年度末に比べ、157百万円増加し、525百万円となりました。

　　　これは主として、長期預り敷金が30百万円、長期預り保証金が113百万円それぞれ増加したことなどによる

　　　ものであります。

　（純資産）

　　　純資産は、前事業年度末に比べ、649百万円減少し、2,905百万円となりました。

　　　これは主として、利益剰余金が689百万円減少し、その他有価証券評価差額金が40百万円増加したことなど

　　　によるものであります。

 

　　　この結果、当第３四半期会計期間末の自己資本比率は70.2％となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　　また、前事業年度に掲げた課題については、当第３四半期累計期間も引き続き取り組んでおります。

 

（4）研究開発活動

　　　当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社マツモト(E00715)

四半期報告書

 4/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,889,000

計 12,889,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成29年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年３月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 3,813,000 3,813,000
東京証券取引所

JASDAQ（スタンダード）
単元株式数1,000株

計 3,813,000 3,813,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年11月１日～

平成29年１月31日
－ 3,813 － 929,890 － 1,691,419

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 

平成28年10月31日現在
 

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式  　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　 －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 議決権制限株式（その他）  　　　　　　　　　－  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式     37,000  　　　　　　　－  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式  3,769,000              3,769  －

 単元未満株式  普通株式      7,000  　　　　　　　　－  －

 発行済株式総数  　　　　  3,813,000  　　　　　　　　－  －

 総株主の議決権  　　　　　　　　　－              3,769  －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数

１個）含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年10月31日現在
 

 所有者の氏名又は

 名称
所有者の住所

 自己名義所有

株式数（株）

 他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

 発行済株式総数

に対する所有株式

数の割合（％）

 株式会社マツモト
 北九州市門司区

社ノ木一丁目2番1号
37,000 － 37,000 0.97

 計  － 37,000 － 37,000 0.97

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

　　（1）退任役員

役名 氏名 退任年月日

監査役（社外） 赤松　弘美
平成29年1月20日

（死亡による退任）

 

　　（2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　　　男性8名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年11月１日から平成29

年１月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年５月１日から平成29年１月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年４月30日)
当第３四半期会計期間
(平成29年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,738,271 473,349

受取手形及び売掛金 376,239 149,717

商品及び製品 3,977 208,971

仕掛品 63,915 266,712

原材料及び貯蔵品 25,099 39,082

その他 10,266 77,387

貸倒引当金 △7,100 △18,300

流動資産合計 2,210,669 1,196,920

固定資産   

有形固定資産   

機械及び装置（純額） 669,777 757,997

土地 929,190 929,190

その他（純額） 308,489 735,466

有形固定資産合計 1,907,457 2,422,654

無形固定資産 87,614 71,727

投資その他の資産   

その他 414,831 461,459

貸倒引当金 △15,600 △16,000

投資その他の資産合計 399,231 445,459

固定資産合計 2,394,302 2,939,840

資産合計 4,604,972 4,136,760

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 314,358 265,408

未払法人税等 8,110 5,776

賞与引当金 80,000 40,000

その他 280,251 395,446

流動負債合計 682,720 706,631

固定負債   

長期預り敷金 - 30,140

長期預り保証金 - 113,500

退職給付引当金 130,697 132,916

役員退職慰労引当金 215,401 222,781

資産除去債務 20,314 20,486

その他 1,396 5,253

固定負債合計 367,810 525,077

負債合計 1,050,530 1,231,709
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年４月30日)
当第３四半期会計期間
(平成29年１月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 929,890 929,890

資本剰余金 1,691,419 1,691,419

利益剰余金 912,482 222,549

自己株式 △16,697 △16,979

株主資本合計 3,517,094 2,826,880

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 37,346 78,171

評価・換算差額等合計 37,346 78,171

純資産合計 3,554,441 2,905,051

負債純資産合計 4,604,972 4,136,760
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年５月１日
　至　平成28年１月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年５月１日
　至　平成29年１月31日)

売上高 893,781 963,420

売上原価 1,129,529 1,218,817

売上総損失（△） △235,748 △255,396

販売費及び一般管理費 407,697 402,201

営業損失（△） △643,445 △657,598

営業外収益   

受取利息 936 574

受取配当金 5,241 5,341

不動産賃貸収入 - 3,570

その他 2,805 3,320

営業外収益合計 8,983 12,805

営業外費用   

不動産賃貸原価 - 1,430

営業外費用合計 - 1,430

経常損失（△） △634,462 △646,223

特別損失   

固定資産除却損 2,426 1,128

特別損失合計 2,426 1,128

税引前四半期純損失（△） △636,888 △647,351

法人税、住民税及び事業税 5,165 5,091

法人税等調整額 △294 △273

法人税等合計 4,870 4,817

四半期純損失（△） △641,759 △652,169
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【注記事項】

（追加情報）

　　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

　　1四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期損益計算書関係）

　　売上高に著しい季節的変動がある場合

　　前第３四半期累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成28年１月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成

　　28年５月１日　至　平成29年１月31日）

　　当社の売上高のおよそ76％（年間ベース）を占める学校アルバムは、卒業時期の2月及び3月（第４四半期）に売

　　上が集中するため、売上高に季節変動があります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第3四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期累計期間に係る減価償却

費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 前第3四半期累計期間 当第3四半期累計期間

 （自　平成27年5月1日 （自　平成28年5月1日

  至　平成28年1月31日）  至　平成29年1月31日）

減価償却費 170,337千円 164,299千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年５月１日　至　平成28年１月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）
 配当の原資

 1株当たり

配当額(円)
 基準日  効力発生日

 平成27年7月29日

 定時株主総会
 普通株式 37,776 利益剰余金 10 平成27年4月30日 平成27年7月30日

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年５月１日　至　平成29年１月31日）

配当に関する事項

　　配当金支払額

 （決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）
 配当の原資

 1株当たり

配当額(円)
 基準日  効力発生日

 平成28年7月27日

 定時株主総会
 普通株式 37,763 利益剰余金 10 平成28年4月30日 平成28年7月28日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第3四半期累計期間（自　平成27年5月1日　至　平成28年1月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　当第3四半期累計期間（自　平成28年5月1日　至　平成29年1月31日）

　当社は、印刷業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成27年５月１日
至　平成28年１月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成28年５月１日
至　平成29年１月31日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △169円93銭 △172円72銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △641,759 △652,169

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △641,759 △652,169

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,776 3,775

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

　　在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年3月10日

株式会社マツモト

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢治　博之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渋田　博之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マツ

モトの平成２８年５月１日から平成２９年４月３０日までの第２９期事業年度の第３四半期会計期間（平成２８年１１月

１日から平成２９年１月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２８年５月１日から平成２９年１月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マツモトの平成２９年１月３１日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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